
ベ ンガルのバウルの文化人類学的研究(3)

村 瀬 智

要 旨

本研究は、インド・ベンガル地方の 「バウル」 とよばれる宗教的芸能集団の民族誌で

ある。

詩人タゴール(RabindranathTagorel861-1941)が 、20世 紀初頭にバウルの歌の豊

潤 さを紹介 して以来、それまで 「奇妙な集団の風変わりな歌」 とみなされていたバウル

の歌が再評価 されるようになった。 タゴールの影響 により、その後ベ ンガル人学者に

よって膨大な数のバウルの歌が採集 され、なかには注釈つきの立派な歌集 として出版 さ

れた。また、バウルの歌 を分析 し、バ ウルの宗教 を考察 した専門書 もい くつか出版され

た。 もちろんこれらの研究は、バウルについてのわれわれの理解におおいに貢献 したの

であるが、そこには 「人間としてのバ ウル」を専 門的に紹介 しようとした民族誌的文献

は、事実上、皆無である。本研究は、バウルの民族誌的記述と分析 を通 じて、カース ト

制度と表裏の関係 にある世捨ての制度を考察 し、インド文明の構造的理解を試みようと

するものである。

キーワー ド カース ト、 カース ト制 度、世捨 て、マ ドゥコリ、ベ ンガル、バ ウル
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本稿の前書き

本稿は、『大手前大学社会文化学部論集』第6号 および 『大手前大学論集』第8号 に

掲載された拙稿[村 瀬2006:331-349][村 瀬2008:171-188]の つづきである。

本研究 「ベ ンガルのバ ウルの文化人類学的研究」は、一・連の研究であるので、前稿 もあ

わせて読んでいただきたい。

注および参考文献は、本稿 に該当する分のみを提示する。

読者の便宜のために、地図は本稿 にも提示する。
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II.ベ ンガルのバウル 民族誌的記述(つ づ き)

3.マ ドゥコリの生活

ベンガルのバウルは、農業労働や工業生産、手工芸作業、商業活動 などに、いっさい

従事 していない。彼 らは、一般のベ ンガル人に経済的に依存 し、「マ ドゥコリ」 をして

生活 している。ベンガル語の辞書は、マ ドゥコリとい う語 を、「蜂が花か ら花へ と蜜を

集めるように、一軒一軒物乞いをして歩 くこと」 と説明している。すなわち、ベンガル

のバ ウルとは、「みずか らバ ウルと名の り、バ ウルの衣装を身にまとい、人家の門口で

バウルの歌をうたったり、あるいは神の御名を唱えたりして、米やお金をもらって歩 く

人たち」のことである。バウルは宗教的な乞食なのである。彼 らは、世捨て人のような

ゲルア色(黄 土色)ま たは白色の衣装 を着て、「門づけ」や 「た く鉢」をして生活費を

稼いでいるのである。

3-1.マ ドゥコリの場 と方法

バ ウルが どこでマ ドゥコリをするかは、バウルが どこに住んでいるかによる。バスや

鉄道の路線から離れた辺ぴな村に住んでいるバ ウルにとっては、マ ドゥコリができるの

は、歩いて行ける近所の村 々にか ぎられるだろう。それに くらべ、バスの停留所 に近い

村に住むバウルは、少 しは遠 くまで行ける。彼 らは、近所の村々だけでなく、バスで行

ける村で もマ ドゥコリができるだろう。また鉄道の駅近 くに住むバ ウルにとっては、行

動範囲はさらに広がる。彼 らは、列車で行ける村でマ ドゥコリができるだけでな く、列

車のなかで も歌 をうたって稼 ぐことがで きるのである。

マ ドゥコリに行 くのに便利だ という理由か らか、鉄道駅の周辺地区にはおお くのバウ

ルが住んでいる。た とえば、わたしがフィール ドワークをしていたとき、ボルプール ・

シャンティニケータン地域 には16人 のバウルがいたが、そのうち13人 は、最寄 りのボル

プール駅あるいはプランティック駅 まで歩いて10分 以内の所に住んでいた(S地 区8人 、

SP地 区2人 、UM地 区2人 、N地 区1人)。
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しかしながら、バウルにとっては、駅周辺であればどこでも住みやすいとはかぎらな

いようである。彼 らが住んでいたのは、ボルプールのにぎやかな商業地域ではない し、

シャンティニケータンの閑静な住宅街で もない。む しろそれ らは、駅の裏側や町のはず

れに位置 し、 まさに 「中心」に対 して 「周縁」 とよぶにふさわしい所である。「酒造 り

カース トの村」 を意味す るS地 区の地名が示すように、そこの住民の大半はカース ト身

分の低 い人たちである。一方、SP地 区、UM地 区、N地 区は、1947年 のインドとパキス

タンの分離独立直後の混乱期に、政府によってつ くられた難民村である。それらの村の

住民のおお くは、肉体労働者か定職のない日雇い労働者である。 もっとも、そのような

難民村 に住むバウルが、かならず しも東ベ ンガルか らの移住者ではない。いずれにせ よ、

バウルにとって、駅近 くのそれなりに住み心地のよい所は、地代や家賃がめっぽう安 く、

住民の出入 りの激 しい地区である。そのような地区だからこそ、バ ウルの ような社会の

中心からはずれた周縁的人間も容易に住みつ くことができたのだろう。

マ ドゥコリの場は、女性のバウリニ(バ ウルの女性形)や 子 どものバウルには、田舎
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の村 よりも列車のなかのほうが好まれるようである。この理由は、バ ウルが受けとる喜

捨の内容に関係するようだ。村では主として米や季節の野菜などの重 くてかさばる 「現

物」なのに対 し、列車のなかではもっぱ ら 「現金」である。さらにアーマ ッドプール駅

近 くに住む女性のバウリニは、おおぜいの乗客がいる列車内の安全性 を指摘 した。

列車のなかで歌をうたって稼 ぐことの最大の利点は、天候に左右 されず、 きび しい夏

期や雨期にも容易に行えることである。 しか し、この利点にもかかわらず、駅の近 くに

住むバウルのおお くは、列車のなかで歌をうたって稼 ぐよりも、村でのマ ドゥコリを好

むようである。その理由のひとつは、列車のなかは、いつもざわざわした雰囲気にある

からだ。バウルが歌をうたっていても、さまざまな物売 りが大声をは りあげて、混んだ

車内をとお りすぎてゆく。そこは、演奏者のバ ウルにとっても、聴衆の乗客にとっても、

十分な環境 とはいいがたい。

もうひとつの理由は、そこでは、バ ウルが不特定多数の正体不明の乗客を相手に歌を

うたわなければならないことにある。このことは、ボルプールのS地 区に住むBDBの 証

言によくあ らわれている。

「おおぜいの乗客のなかには喜捨をした くない人 もいるで しょう。それでもその人は

人目を気にして、20パ イサか25パ イサの小銭を与えるでしょう。 しかし、わたしが どこ

かの村のだれかの家の中庭でうたっている姿を想像 してごらんなさい。そこには数人の

聴衆 しかいないけれ ど、彼 らはわたしの歌をじっと聴いて くれる。そして、わた しの歌

に満足 した村びとは、ひと握 りの米をよろこんで与えてくれます。それは、列車のなか

の不本意な小銭 よりもはるかにうれしい。」

バ ウルは、列車の無賃乗車を黙認 されている。しか し、無賃乗車 を黙認されているの

はバウルだけではない。乞食や物売 り、そ して世捨て人も無賃乗車 を黙認されているの

である。

村でマ ドゥコリをするバウルは、経文を唱えて物乞いをするボイラギ(ヴ ィシュヌ派

の出家修行者)や ファッキール(イ スラム神秘主義の行者)な どと同様に、世捨て人の

範ちゅうの人間である。 しかし、列車のなかで歌 をうたって稼 ぐバ ウルを、乗客はどの

ようにみているのだろうか。バウルは小銭を求める乞食なのか。それとも、歌の押 し売

りをする物売 りなのか。

バ ウルはマ ドゥコリをして生活 しているのであるが、彼 らのマ ドゥコリの仕方はさま

ざまである。大多数のバ ウルは、マ ドゥコリをするときは 「いつ も歌 をうたう」とい う。

しかし少数ではあるが、マ ドゥコリをするときは 「神の御名を唱えるだけ」 というバウ

ルもいる。 しかし、神の御名を唱えるだけというバウルも、村びとに歌を所望 されれば、

よろこんでバウルの歌をうたうという。

マ ドゥコリをするときは 「いつ も歌 をうたう」 とい うバウルと、「神の御名を唱える

一257一



大手前大学論集 第9号

だけ」というバウル とのちがいは、彼 ら自身によるバウルの分類、すなわち 「ガエク ・

バ ウル」 と 「サ ドク ・バ ウル」にほぼ対応 しているようである。ガエク ・バ ウルという

のは、バウルの歌や音楽 を演奏する 「娯楽の提供者 としてのバウル」である。一方、サ

ドク ・バウルというのは、サ ドナとよばれるバ ウルの宗教儀礼の実践に努力する 「求道

者 としてのバウル」である。

バウルの歌は、その内容か らみると、ふたつの種類に分類で きる。ひとつは 「ショブ

ド・ガン」 とよばれ、主として娯楽のために作 られた 「ことば遊びの歌」である。 もう

ひとつは 「トット・ガン」(タ ッ トヴァ ・ガ ン)と よばれ、「バウルの宗教にもとついた

歌」である。 しか し、バ ウルの宗教 には秘密のことが らがおおいので、その秘密をうた

いこんだ トット・ガンには、 しばしば 「意図的な語句や表現」(サ ンダー ・バ ッシャ)

が使用 されている。つまり、 トッ ト・ガンには、表面上の意味の奥ふか くに隠 された

「真の意味」 を表現するために、暗号のような語句や表現が意図的に使用 されているの

である。このため トット ・ガンは、部外者にとっては難解で、い くつ もの解釈が可能

だった り、あるいは意味不明のことがおおい。その反面、部内者には 「なぞ解 き」をす

るようなお もしろさがあるといわれる。

マ ドゥコリをするときは 「いつ も歌をうたう」というガエク ・バ ウルが うたうのは、

ショブ ド・ガンである。そして、マ ドゥコリをするときは 「神の御名を唱えるだけ」 と

いうサ ドク ・バウルが よろこんでうたうのは、 トット・ガンである。なぜなら、神の御

名 を唱えるだけのバウルに、わざわざ歌を所望する村びとは、バウルの歌や宗教 に興味

をもち、バウルの歌の 「なぞ解 き」 をするようなお もしろさを知っているはずだか らで

ある。

3-2.「10ル ピ ー ・バ ウル」

シ ャンティニケー タンのSP地 区 に住 むGDBは 、 自分 の ことを 「10ル ピー ・バ ウル」 と

よぶ。 これは、彼のマ ドゥコリに よる稼 ぎが、1日10ル ピー程度 だか らで あろ う。

GDBは わ た しの隣人の ひと りだった。最初 は挨拶 をか わす程 度だ ったが、 わた しのベ

ンガル語が上 達す るにつ れて、彼 はわた しの家 に毎夕 の ように来 る ようになった。 その

理 由 は、彼 がわた しの本棚 にバ ウルの歌 の主 要な歌集が そ ろっているの をみつけた か ら

であ る。彼 は宝物 を発見 した よ うに、気 にいった歌 をせ っせ と自分 の ノー トブ ックに書

き写 した。 こ うして、彼 の ノー トブ ックにはバ ウル の歌 が どん どんふ えたのであ るが 、

当時の彼 は、 バ ウルの宗 教 につ いての知識 は とぼ しか った。実際 、彼 には音楽 上の 「教

師」 はいたが、 宗教上 の 「導 師」 はい なかった。彼 は 「デ ィ ッカ」(デ ィクシ ャー)と

よばれ る特 定の グルへ の入 門式 も、「シ ッカ」(シ クシ ャー)と よばれ る宗教 的 トレーニ

ング も受 けていなか ったので ある。
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ところが しばらくすると、GDBは 、バウルの宗教や儀礼について、 しきりに知 りたが

るようになった。そ して、わた しに質問 してきた。この件 については、わたしはたいへ

ん用心ぶか く対処した。 というのは、わた しはバウルの研究者であるが、わたし自身は

バウルではないからである。わたしは、バウルの宗教や儀礼 についての解説を、た とえ

彼にできたとしても、けっして してはならないと自戒 した。バウルの宗教や儀礼 につい

ては、彼はほかのバウルから学ばねばならないと思ったからである。

しかし、わたしたちは毎夕の気楽な雑談をおたがいに楽しんだ。そして、友情をふか

めていった。最終的には、彼はもっとも親密な友人のひとりとなった。いや、それ以上

かもしれない。 フィール ドワークが最終段階にはいったころ、わたしは彼を、わた しの

グルのアーシュラムに連れていった。わた しのグルに、彼 を紹介 したのである。こうし

てわたしたちは、導師を共有する 「キ ョウダイ弟子」(グ ル ・バ イ)と なったのである。

3-3.「10ル ピ ー ・バ ウル」 のマ ドゥコ リ活動

フ ィール ドワー クをは じめて問 もないころ、わた しはマ ドゥコ リに行 くGDBに 同行 し

て、何 度か村 に出か けた ことが あった。彼 のマ ドゥコ リのや り方 につい ての資料 を得 た

い と思 った か らだ。 わた しの観察 の一一部 はつ ぎの とお りであ る。

1987年10月17日(土)

午前7時30分 出発。彼の家か ら約5キ ロの距離にあるS村 とL村 へ徒歩で行 く。彼は

道中、それ らの村で10軒 の家を訪問する予定だと話す。 しか し、実際には13軒 の家を訪

問した。なぜなら、予定外の3軒 から歌をうたうように要請されたからである。13軒 の

うち、4軒 では中に入れてもらえず、門口で歌 をうたってマ ドゥコリをする。残 り9軒

では中庭に招 き入れ られ、ヤシの葉を編んだムシロ(タ ライ)ま たは竹とヤシの葉で編

んだ腰掛け(モ ラ)を だされる。中庭 に招 き入れられた9軒 の うち、5軒 でお茶とビス

ケットあるいはムリ(米 をいった軽食)を ふるまわれる。13軒 の家 を訪問したが、実際

には19世 帯から喜捨をうけた。なぜなら、何軒かの家は拡大家族で、複数の世帯か ら成

立 していたからである。 この日にうけた喜捨は、米3キ ロ、季節の野菜2キ ロ、菓子2

切れ、80パ イサの現金。午後2時 ごろ帰宅。

1987年10月20日(火)

午 前5時50分 出 発。 プ ラ ンテ ィ ック駅か ら下 り列 車336号 に乗車 、 ジ ャパ テール ダー

ル駅 で下車。駅 か ら2キ ロの距離 のJ村 へ。J村 で は16軒 の 家 を訪 問す る予 定だ ったが、

実 際に訪問 したの は10軒 のみ。10軒 には、予 定外 にリクエス トされた2軒 を含 む。10軒

の うち、3軒 で は戸 口でマ ドゥコ リす る。残 り7軒 では中庭 に入 る ことを許 され、そ の

一259一



大手前大学論集 第9号

うち3軒 か らは、お茶 とお菓子 あるい はビスケ ッ トをふ る まわれる。 しか し、彼 は10軒

目でマ ドゥコリを中止す る。 その 日は、 カー リー ・プジ ョ(カ ー リー女神 の祭)の 前 日

で、村 び とは祭の準備 で忙 しそ うだったか らとい う。実 際、10軒 目の主婦 は、いつ もは

彼 を歓待す るの に、 その 日は彼 が うたい終 わった と き忙 し くてその場 にお らず、施与 し

そ こね た。 この 日に うけた喜捨 は、米2キ ロ、 ジ ャガイモ500グ ラ ム、現金4ル ピー。

ジ ャパ テール ダー ル駅 か ら上 り列 車329号 に乗車、 午前11時30分 ご ろ帰 宅。

バ ウルになって7年 目のGDBに は、訪問 したそれぞれの村で、彼の 「パ トロン」のよ

うな特定の家があるようである。 もっとも、それ らの家のすべてが、彼を中庭 まで招 き

入れたわけではない。 しかし彼は、それ らの家とは何回かの訪問を通 じて、それなりの

よい関係をつ くっていたのである。だか らこそ訪問予定の家として数えることがで きた

のである。彼はその ような特定の家を、 どのように開拓 したかを説明 した。

「はじめての村では、いつ もその村 中の家 を片っ端から訪ねるんだ。ひととお りマ

ドゥコリがすんだあ とで、どの家がわた しを受け入れてくれそ うかを判断するんだ。そ

のあとは、年に2回 か3回 訪ねるだけだけれど、そのうちに顔なじみになるさ。」

GDBは さらに、村で彼 を受け入れて くれるのは、金持ちよりも、む しろ社会的な身分

の低 い貧 しい人たちである、 と説明 した。そのことは、べつ にわた しを驚かせはしな

かった。 しかしわた しは、なぜ10月20日 のような忙 しい日に、バウルの歌を聴 きたいと、

わざわざ 「使者」までよこした村びとがいたのだろうかと、いぶかしく思った。

「村でマ ドゥコリをしている最中に、誰かから自分の家でも歌をうたってほしい とリ

クエス トされることはあるのかい?」

「ああ、たまにはあるさ。わたしの歌をきいていた人から、 ときどき頼まれることが

あるよ。」

これはつまり、そのような聴衆は、GDBが どこかの家の中庭でうたっていたときに、

偶然そこに居あわせた近所の人たちである。そして、その人たちもまた、マ ドゥコリを

している彼に、なにが しかの喜捨をしたいと思ったけれど、そのときに持ちあわせがな

かったので、彼 を自分の家まで招いて、 もう一度うたってほしいと頼んだのである。 し

かし、わたしはまだ釈然 としなかったので、ふたたび彼にたずねた。

「バウルの歌 を聴 きたいと、君に使者を送ってきた家で、いままでマ ドゥコリをした

ことがあるのかい?」

「ああ、確かにあるはず さ。村 をは じめて訪ねたときには、すべての家の戸口でマ

ドゥコリをしているはずだか らね。」

しかし、バウルの歌を聴 きたいと彼に使者を送った家は、彼が訪問 しようと予定 して

いた16軒 には含 まれていなかった。

一260一



ベンガルのバウルの文化人類学的研究(3)

使者 を送った家の人びとは、GDBを 中庭まで招 き入れた。門口で待っているつもりで

いたわた しも、招 き入れられた。その家は、一一見 して、かな りのお金持ちのようであっ

た。そ して、その家族の会話は、教養ある人にふさわしいものであった。彼 らは、同行

者であるわたしも丁重にもてなした。

GDBが3曲 うたいおわった とき、お茶とお菓子が運ばれてきた。わたしは、それはし

ばらくの休憩で、お茶のあと彼の演奏が再開されるものと思っていた。 しかし、その家

の人びとは、バ ウルの歌 をもっと聴 きたい とは言わなかった。そのかわ り、お盆に山盛

りの米に2ル ピーの現金をそえて彼に与えた。気前のよい施与に、GDBは よろこんでい

た。 しか しわたしには、その家の人たちは、バ ウル とバウルの歌 よりも、インド服を着

てカタコ トのベンガル語 をあやつる、一風かわった外国人のほうに興味をもっているよ

うに感 じられた。わたしは、自分がバウルのマ ドゥコリの邪魔をしているのかもしれな

い、 と気づいた。それ以後、わたしはマ ドゥコリにでかける彼に同行するのをやめた。

マ ドゥコリにでかけるGDBに 同行するのをやめたころ、わたしは、彼の日ごとのマ

ドゥコリの行動を記録するようになった。毎夕の気楽な雑談を通 じて、彼が 「いつ」「ど

こで」「何 を」「どれだけ」「どのようにして」稼いだかを、記録 したのである。

GDBが 「どこで」稼いだかについては、村や町の名前だけでな く、どのようにしてそ

こに行ったかも記録 した。列車を利用 した場合 には、列車名も記録 した。彼が 「何を」

「どれだけ」稼いだかについては、現金の場合はその額を、米や季節の野菜 などの現物

の場合にはその重量を記録した。彼の 「重さ」 を感知する能力は驚異的である。当初、

わたしは秤にかけて確認 していたが、誤差は5%以 内だった。彼が 「どのように して」

稼いだかについては、村や町でマ ドゥコリをしたのか、列車で うたって稼いだのか、演

奏会にまねかれたのか、などを区別 した。

しか し、フィール ドワークに従事するわたしは、 ときには数 日にわたって外出するこ

とがあった。そのようなときは、出かける前に紙と鉛筆をGDBに わた して、わた しの留

守中の、彼のマ ドゥコリの行動を書 き留めてお くように依頼 した。彼 は、わたしの意図

を完全に理解 していたと思う。

GDBが 自分のことを 「10ルピー ・バ ウル」 とよぶように、彼の稼 ぎは、その日によっ

て変動はあるものの、おおよそ1日 に10ル ピーである。次の表1は 、1988年1月1日 か

ら12月31日 までの、1年 間の彼の稼 ぎをまとめたものである。
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方 法 日 数 収入(ル ピー)

村や町でのマ ドゥコ リ 125 1445.80*

列車でうたって稼 ぐ 64 615.70

村や町でのマ ドゥコリと列車での稼ぎ 13 215.00

祭 りやメラへの参加 16 72.00

演奏会への参加 10 60.00

要請によりうた う 8 539.00

その他 25 280.00

休 日 117 0

合 計 378 3227.50

*コ メや野菜な どの現物は、市場価格に換算 し、ルピーで表示 した。

**マ ドゥコリをした日の夕方 に、歌を要請 された 日などは、両方を1日 と計算 した。

表1:「10ル ピー ・バ ウル」の経済活動

3-4.休 日

ベ ンガル暦 の新年 は、 ボ イシャク月(4月 中旬～5月 中旬)か らは じまる。それ に先

立 つ ファルグ ン月(2月 中旬～3月 中旬)や チ ョイ ッ トロ月(3月 中旬～4月 中旬)は 、

サ リー な ど織物 を売 る店 や、食料 品店、薬屋 な どの商 人が、 な じみの客 に来年 の カ レン

ダー を無料 で配 る月 であ る。そ れ らの カ レンダー には、 クリシュナ とラダーや、 シヴ ァ

や ドゥル ガー、 カー リー な どの ヒ ン ドゥー教 の神 や女神 か、 あ るい はチ ョイ トンノや

ラーマ ク リシュナ な どベ ンガル人にな じみ ぶかい聖 人の絵 や写真 が添 え られてい るのが

常 であ る。 それ らの カ レンダーは、わた しが知 るか ぎり、ベ ンガルの ヒ ン ドゥー教徒 の

家 の もっ とも重要 な部屋 の壁 に、 い くつ も一緒 にか けて飾 られ ている。

フィー ル ドワー ク中、 わた しは、ベ ンガル民 衆の 「ベ ンガルには、12ヵ 月に13回 の プ

ジ ョが ある」 とい う、 やや 自嘲的 な説明 を何 度 もきい た ことが あ る。 「プジ ョ」 とい う

のは、 ヒ ン ドゥー教 の祭や礼 拝の こ とで ある。 「13」 とい う数字 は、 プジ ョの行 なわれ

る回数 をあ らわすの では な く、「数 え きれ ないほ ど多 い」 とい う意 味で ある。実 際、 ベ

ンガルで は1年 を通 じて頻繁 にプジ ョが行 なわれ る。 とい うの は、わた しが 近所 の商 人

か ら もらって、今 も手 元 におい てい るベ ンガ ル暦1395年(1988-89)の 小 さな カ レン

ダーには、年 間150の プ ジ ョの一覧表が載 ってい るか らで ある。 もっ と詳 しい カ レンダー

か ヒ ン ドゥー 占星術 の年鑑 を調 べ れば、 ベ ンガ ルで は毎 日プ ジ ョが行 な われて い る と

いって も過言 では ないだろ う。 もちろん ほ とん どのベ ンガル人 は、 カレ ンダー に記載 さ

れた プジ ョのすべて を実行 してはいない。 しか し彼 らは、 カ レンダー な しには 日常生活

を送 るこ とがで きないのであ る。

バ ウルはその ようなプ ジ ョをけっ して行 なわない。 しか し、彼 らのマ ドゥコリの行動

は、世俗 の ヒン ドゥー教徒 の 日常 生活 に強 く影響 されてい る。 なぜ な ら、バ ウル は経済
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的 に 世俗の ヒン ドゥー教徒 に依存 してお り、村 び とに施 しを乞 いなが ら、 なん とか生活

してい るか らで ある。実 際、GDBは 、 ベ ンガルの主 要 なプ ジ ョで ある ドゥル ガー ・プ

ジ ョ(豊 穰 の女神 ドゥルガー を礼拝 す るベ ンガル最大 の秋 祭 り)や ロッキ ・プ ジ ョ(富

と幸 運 の女 神 ラク シュ ミの プジ ョ)、 カー リー ・プジ ョ(創 造 と破壊 の女神 カー リー の

プジ ョ)な どの 日には、休 み を とった。彼 は、村 び との邪 魔 を した くないので、 プジ ョ

の 日に はマ ドゥコリに行 か なか った、 と説 明 した。 しか し、わ た しが1987年10月20日 に

観 察 した よ うに、彼が その ような 日に村 に行 けば歓迎 されない訪 問者 とな り、 したが っ

て、村 び との喜 捨 も少 ない とい うこ とを、経験 的 に気づ いてい た ようで ある。彼がそ の

よ うな主要 なプ ジ ョの 日に例外 な く休 み を とったの は、彼 の宗教 的な心情 か らで はな く、

経 済的要 因の結 果 なのであ る。

GDBは 、1988年 に合 計ll7日 の 休み を とった。その理 由 はい くつか あ る。前述 の よ う

に、彼 は主要 な プジ ョの 日には休 んだ。彼 は ときには病気 で寝込 んだ し、妻 の病気のせ

いでマ ドゥコリに行か ない 日もあった。 また、 嵐の ために出か ける ことが で きない 日も

あった。そ れ らはいず れ ももっ ともな理 由であ る。 しか し、 よ り意 味あ りげなの は、彼

が 「毎週木曜 日」 に休 み をとったこ とであ る。 で は、 なぜ 毎週木曜 日に休 んだのだ ろ う

か。

英 語の 「木曜 日(Thursday)」 とい う語が 、北欧神話 の 「雷神(Thor)の 日」 に由来

す る よ うに、 イ ン ドの言葉で木 曜 日を意味 す る 「ブ リホ シュポテ ィ ・バ ー ル」 は、 「ブ

リホ シュポ ティの 日」 に由来 す る。 「ブ リホシュポ テ ィ」 は、 イ ン ド神話 で は 「神 々の

導 師(グ ル)」 とよばれ てい る。 この こ とは、 ベ ンガル語 では木曜 日の こ とを、 しば し

ば 「グル ・バ ール(導 師の 日)」 とよぶ ので、 よ く理解 で きる。実 際、お お くのバ ウル

は、「木曜 日にマ ドゥコ リに行 かない のは、 その 日はグル の ことを心 に思 い、 グル に感

謝 を ささげる 日であ るか ら」 と説 明 した。 しか しわ た しは、そ れな らば、 なぜ彼 らは木

曜 日に グルのため にマ ドゥコリを しないの だろ うか と、疑 問 に思 った。

GDBも 含 めておお くのバ ウルが語 った意見 を総合 す る と、バ ウルが木曜 日にマ ドゥコ

リに行か ないの は、 その 日がマ ドゥコリには不 吉 な 日とみな されてい るか らであ る。 こ

の ことは、 ヒ ン ドゥー占星術 の教 え と一致 して いる。つ ま り、 「木 曜 日のあ る時 間 は、

いか なる労 力 に対 して もまった く不 吉」(ブ リホ シュポテ ィル ・バ ルベ ー ラ)と され て

いるのであ る。 だか らバ ウル は、 グルの 日の木 曜 日にはグル に感謝 しなが ら、一 日静 か

に時 を過 ごさねば な らない とい うわけであ る。

しか し、GDBが 毎 週 木曜 日に休 み をとったこ とを、世俗 の ヒン ドゥー教徒 の視点か ら

みる と、別 の解釈 が で きそ うで ある。ベ ンガルで は、木 曜 日は しば しば 「ロ ッキ ・バ ー

ル(ラ ク シュ ミ女神 の 日)」 と もよばれる。実 際、ベ ンガルで は、 富 と幸 運の女神 ラク

シュ ミは、家族 の幸福 を願 う一家 の女性 に よって、バ ラモ ン司祭者 の助 けをいっ さい受
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けずに、毎週木曜 日に礼拝 されるのである。世俗のヒンドゥー教徒によれば、木曜 日と

いうのは、人は自分のお金を無駄づかいせず、できるかぎり節約 しなければならない日

とされている。そ して彼 らは、木曜 日の食事 はいつも 「ニラミス」(野 菜だけの食事)

だと述べるのである。 このことは、ベンガルの肉や魚のバ ジャール(市 場)が 、木曜 日

には閉るという事実や、飲酒が比較的自由な西ベンガル州の酒屋が、木曜 日に閉店する

という事実に反映 している。木曜日は、菜食 と禁酒の日とされているのである。

いずれにせ よ、ラクシュ ミ女神の日の木曜日は、世俗のヒン ドゥー教徒にとって、酒

をひかえ質素な食事をして生活費を節約する日であ り、出費を押 さえる木曜 日は、世俗

のヒンドゥー教徒が、乞食や世捨て人に施与をした くないと思 う日なのである。その結

果 として、木曜日はバ ウルは効率的に施 しを集めることができない。この ように、バウ

ルの日々のマ ドゥコリの行動は、世俗のヒンドゥー教徒の日常生活のリズムに強 く影響

されているのである。GDBは 、村びとのハ レの日にはマ ドゥコリをしないという方法で、

彼 自身を村びとの生活のリズムに適応させているのだ。

3-5.メ ラ

祝祭を意味す るい くつかのベンガル語のなかで、「メラ」 とい う言葉は、ベ ンガル人

にとって一種独特の響 きをともなうようである。メラとは 「定期市」とい う意味である。

しかし、ほとんどのメラは、ヒンドゥー教かイスラム教の聖地で開催され、その地の宗

教的祭典 と関係 しているのがふつ うである。そしてメラ開催中は、ベンガルの田舎の町

や村から、メラの会場行 き直通バスがひっきりな しに出る。地方の住人にとって、メラ

は絶好の買い物の機会 となるだけでな く、楽 しく待ち遠 しい祭 りなのである。

聖地で祭 りやメラが開催 されることと、ベ ンガルにおける巡礼のシステムとを結びつ

けているのは、周期的な農業暦である。世俗の人びとが聖地にやって くるのは、メラや

祭 りが開催されているときであり、その時期は、彼 らの農閑期である。ベ ンガルの主要
1)

なメ ラや祭 りは、秋の米 の収穫 が終 り、 もっ とも気候の よい、霜期 と冬 に集 中 している。

「ジ ョイデブ ・メラ」 は、バ ウル にとって もっ と も重 要 なメラであ る。 この メラは、

オジ ョイ川北岸 の ビルブム県 ジ ョイデ ブ ・ケ ン ドゥー リ村 で 開催 され、毎年 ポー シュ月

(12月 中旬 ～1月 中旬)の 最終 日には じま り、数 日間つづ く。

1)ベ ンガ ル の1年 は 、6つ の季 節(リ トゥ)か らな る。 そ れ らは、 「グ リ ッシ ョカ ル」(夏)、 「ボ ル

シ ャ カル 」(雨 期)、 「シ ョロ トゥカ ル」(秋)、 「ヘ モ ン トカ ル」(霜 期)、 「シ トゥカ ル」(冬)、 「ボ

シ ョ ン トカル」(春)で あ る。
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2)

ジ ョイデブ ・ケン ドゥーリ村は、12世 紀の詩人ジャヤデーヴァの生誕地 として有名で

ある。またこの村 は、この詩人が経験 した 「奇跡」によ りヴィシュヌ派の聖地となった。

その奇跡 とは、詩人ジャヤデーヴァがガンガー(ガ ンジス川)の 女神 に告げられて以来、

ポーシュ月の最終日には、ガンガーの水は水系的につなが りのないオジョイ川に流れ入

ると信 じられている。ふだんはひっそ りとしたジョイデブ ・ケンドゥーリ村は、聖なる

ガンガーの水で沐浴 しようとあつまった巡礼客であふれるのである。

GDBは 、1988年 の1年 間に、合計7つ のメラに出かけ、16日 間滞在 した。

「なぜメラに行 くんだい」 というわた しの質問に、彼は、「メラが好 きなんだよ。メ

ラに参加することは大 きな喜びだし、そのわたしの喜びを、ほかの人たちと分かちあう

ことがで きるからね」 と、こたえた。わた しはナンセンスな質問をしたのかもしれない。

というのは、おおくのバウルが、GDBと まったくおな じことを、判で押 したようにい う

からである。たぶん、彼 らのいうことは本当なのだろう。しか しわたしは、彼 らがメラ

に出かけるときには、いつも多数の 「安全ピン」 を持参するのを見逃さなかった。 しか

し、バウルがメラに行 くのに、なぜ多数の安全 ピンが必要なのだろうかと不思議に思っ

た。

聖地の寺院やアーシュラム(道 場)な どの宗教施設に所属する僧侶や奉仕者は、「セ

バイタ」 とよばれる。彼 らの暮 らしは、そこに流入する巡礼者の数 と密接に結びついて

いる。聖地にきた世俗の人びとは、寺院や宗教施設で、昔か らの儀式をしきた りどお り

に行ない、セバ イタに、布施としてなにが しかの金銭をさしだす。バ ウルは聖地のセバ

イタではない。 しか しバ ウルは、祭 りやメラにやってきた世俗の人びとか ら、なにが し

かの金銭をうけとる。

世俗の人びとと世捨て人との関係を考察するために、インドの聖地ではどこでも観察

される 「ドルソン現象」についてふれておかねばならない。 ドルソン現象 とは、ヒン

ドゥー教の聖者 「サー ドゥー」に対する、世俗の人びとの態度の根拠 となっている信仰

形態である。「ドルソン」(ダ ルシャナ)と いう語は、「見ること」あるいは 「知 らせる

こと」 という意味である。ベ ンガル語の 日常的な会話の文脈では、「ドルソンを得 る」

とは 「ちらりと見ること」であ り、「ドルソンを与える」 とは 「ちらっと姿 を見せ るこ

と」である。世俗の人びとにとっては、聖地を巡礼するサー ドゥーをちらっと見ること

は、聖地の寺院に祀 られた神像をちらっと見ることに相応するとされている。そ して世

俗の巡礼者は、敬けんなヒン ドゥー教徒が神像 を取 り扱 うのとおな じや り方で、サー

2)ジ ャヤデーヴァの代表作 『ギータゴーヴィンダ』(「牛飼いの歌」の意)は 、牛飼いクリシュナとし

て化身したヴィシュヌ神 と牧女ラダーとの官能的恋愛を主題とし、その背後には神と人間との対等

な関係を暗示するものとして、神秘的意義が説かれている。古典サンスクリット文学の最後を飾る

作品であると同時に、ベ ンガル地方に流行したヴィシュヌ派文学の先駆といわれている[田 中

1992:187][横 地2001:142-143]。
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ドゥーに丁重に接 しなければならないのである。

これは、「神は人類 を救済するために、動物や人間の姿をとって地上にあ らわれる」

とい う、ヒンドゥー教の 「化身(ア ヴァター ラ)の 思想」 と関係があるだろう。 ヴィ

シュヌ神の10の 化身のひとりがクリシュナである。そしてベ ンガルでは、16世 紀の熱狂

的な宗教運動の指導者のチ ョイ トンノは、クリシュナと恋人ラダーの化身だと信 じられ

ているのである。 さらに、そのチ ョイ トンノの化 身 とみな されている 「本物 のサー

ドゥー」が、現代で もベンガルのあちこちに存在するのである。サー ドゥーの衣装を着

た人が 「本物」か 「にせ もの」かは、シヴ ァ神 だけが知 っているといわれる。そして

サー ドゥーたちが、 しばしば彼 らの同僚のことを 「サギ師」や 「ペテン師」だといって、

たがいに相手 を 「にせ もの」 と非難しあっているにもかかわ らず、世俗の ヒンドゥー教

徒のサー ドゥーに対する態度は変化 していない。世俗の人びとにとって、サー ドゥーの

衣装を着た人は、すべて 「本物」のサー ドゥーなのである。そ して世俗の人びとは、

サー ドゥーに食べ物や金品を与えて世話をしなければならないのである。それは、「ド

ルソンを得た」 ことに対する返礼である。 しか しサー ドゥー 自身は、「ドルソンを与え

る」ほかには、俗人に対 して何の義務もないのである。

世俗のヒンドゥー教徒は、聖地巡礼 に行 くことを誓 う。彼は寺院の神像やサー ドゥー

の 「ドルソンを得る」ために聖地に行き、そうすることによって、なん らかの宗教的利

益 を得 ようとする。反対 に、バウルは巡礼に行 くと誓いはしないし、 ドルソンを得る必

要 もない。バウルが祭 りやメラに行 くのは、「ドルソンを与える」ためなのだ。

祭 りやメラの開催中、あちこちの寺院やアーシュラムなどの宗教施設には、大きなテ

ントが張 られ、マイクやスピーカー付 きの仮設の舞台が準備される。バウルは、そのよ

うな宗教施設に集まり、ただ歌った り踊った りするだけだ。そこは、バウルが、あたか

も 「狂人」 という彼 らの名前にふさわしく、大声で歌った り、はげしく踊った り、荒々

しく叫んだりできる場所なのだ。

「モホ トショブ」(宗 教的大宴会)は 、ベ ンガルのヴィシュヌ教徒が讃歌(キ ールタ

ン)を うたい、共食を して霊的な親交 を深める祭である。1988年 のバ ンクーラ県 の

「ショナムキ ・モホ トショブ」のある夜、わたしはアーシュラムの脇 に張 られた大きな
3)

テントの片隅にすわっていた。そして、メディニプール県出身の 「大卒バウル」と話 し

ていた。突然、テ ントの中央にいたひとりの老人が立ちあが り、大声でうたい激 しく踊

りだした。地面に転が りまわるかと思えば、今度はとびあが り、そして今度はけいれん

を起 したように激 しく身をよじる。彼の歌や踊 りはたいそう激 しかったので、ついに彼

は気 を失って地面に倒れてしまった。彼は死人のように、まったく動かなくなった。そ

3)「 大卒 バ ウル 」 につ い て は、 前 稿 の 「事 例6」 を参 照[村 瀬2008:184-185]。
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の状態が しばらくつづいた。しか し、テ ントに居合わせた何人かの人が、ひざまずいた

姿勢で彼に近づ き、彼の足 に触 り、そしていま彼の足に触った自分の手のひらにキスを

したのである。 この行為 は、「プロナーム」(足 の塵 を拝すること)と いって、 ヒン

ドゥー教徒の目上の人に対するもっとも丁寧な挨拶 である。それは、わたしにとって、

あまりに印象的なで きごとだったので、あの倒れて しまった男はどこの誰かと、同席の

「大卒バウル」にたずねた。彼は、尊敬の念にみちた笑顔で語った。

「彼が どこに住んでいるのかは知 らない。たった今、彼はパゴール(狂 気)と なった。

わたしは以前にも、あのようにうたい踊っている彼を見たことがある。人びとが彼のこ

とを 『ケパ ・ババ(狂 人)』 とよんでいるのを聞いたことがある。」

倒れて しまった男の振舞は、ベ ンガルのボイシュナブ(ヴ ィシュヌ教徒)の 作法を知

らない人か ら見れば、まさに発狂 した人の ようだ。だが、彼 は 「ケパ ・ババ」 とよばれ

るにふさわしく振舞ったのである。ベンガルでは、より気狂い じみたしぐさのボイシュ

ナブは、より神 に近づいた人とみなされるのである。16世 紀のベ ンガルの熱狂的な宗教

運動の指導者チ ョイ トンノの伝記には、彼がクリシュナを思慕するあまり狂気 となった

エ ピソー ドを満載している。狂気を意味する 「ケパ」や 「パゴール」 とい う語は、バウ

ルのあいだだけでなく、ベンガルではたいへん敬意のこもった言葉なのである。

ほとん どのバ ウルは、今 日ではもはやケパ ・ババのように振舞った りはしない。 しか

し、世俗の巡礼者たちは、祭 りの会場で激 しくうたい踊ったあげく、気を失って しまっ

たケパ ・ババに、バウルのイメージを容易に重ね合わせてしまうだろう。なぜな ら、ベ

ンガル人なら誰でも、「バウル」 も 「ケパ」 も 「パゴール」 も、「狂気」を意味すると

知っているからである。

バウルは、サー ドゥーのようなゲルア色の衣装を着て、つぎつ ぎと舞台にあらわれて

は、宗教的なバ ウルの歌にあわせて、いつ もよりはいくぶん激 しく踊 る。バウルは、ち

らっと姿 を見せて、「ドルソンを与えている」のである。お気 に入 りのバ ウルの姿を見

て、おお くの巡礼者は、バウルの衣装 に少額紙幣を 「安全 ピン」でとめて祝儀 を与える。

これは、世俗の巡礼者にとっては、「ドルソンを得た」 ことに対する返礼である。そ し

て、その 「安全 ピン」は、バウルが持参 したものなのである。バウルは、祭 りやメラで

「祝儀」がもらえると期待 していたのである。

ジ ョイデブ ・メラのような伝統のある大 きなメラでは、毎年 「メラ委員会」が組織 さ

れる。委員会は、メラに出店する商人か ら出店料 をあつめ、地元の商店か ら寄付 を募 り、

メラの会場中に電灯を仮設した り、世俗の巡礼者のための案内所や医務室用のテ ントを

張った りする。収穫後の稲田もメラの会場になるか らである。 しかし、もっと大事なこ

とは、委員会は米や野菜、燃料、テントに敷 きつめるわら(藁)な どを大量にあつめて、

ジョイデブ ・ケンドゥーリ村のすべての寺院やアーシュラムに供給することである。な

一267一



大手前大学論集 第9号

ぜ なら、メラの時期だけにぎわうジ ョイデブ ・ケンドゥー リには、ホテルやツーリス

ト・ロッジなどの宿泊施設がないからである。メラ開催中、寺院やアーシュラムに張 ら

れた大きなテントは、無料宿泊施設となるのである。寺院やアーシュラムのセバイタは、

宿 を求める人びとに対 して寛大である。 しかし彼 らは、世俗の巡礼者には、寄付や布施

をそれとなく求めることを、けっして忘れないだろう。

このように、メラ委員会は、ジョイデブ ・ケンドゥーリというベンガルのひとつの宗

教的中心地の経済に、大 きな役割を果た している。委員会のおかげで、メラ開催中、セ

バイタや商人はもちろん、世俗の巡礼者、それにサー ドゥーや乞食など、すべての人が、

ほかの人か ら恩恵を受けている。バ ウルは、寺院やアーシュラムの無料宿泊施設を利用

し、巡礼者からの祝儀を期待 してメラに参加する。寺院やアーシュラムは、マイクやス

ピーカーをバウルに提供する。バウルもそれにこたえて、メラの雰囲気を盛 りあげる。

バ ウルの歌 と演奏は、メラ開催中、昼も夜 も途切れることなしにつづ く。バ ウルの歌や

踊 りで盛 りあがった寺院や アーシュラムのテン トには巡礼者があふれる。寺院やアー

シュラムは、バウルの歌 と音楽を売 り物に、巡礼者を獲得するのである。

バ ウルは、ときには列車のなかで不本意な施しを受け、屈辱的な経験 もする。 しかし

祭 りやメラでは、世俗の巡礼者はバ ウルを尊敬 し、バウルの歌をよろこんで聴 き、いく

つ もの祝儀をよろこんでバウルに与えるのである。そ こでは確かに、バウルと世俗の巡

礼者 は、たがいに大 きな喜 びを得、彼らの喜びをたがいに分かちあっているのである。

ヒンドゥー教徒が聖地巡礼に行 くのは、主 として農閑期であるように、現代の非宗教

的な巡礼者 ともいえる観光客が観光地にやって くるのは、主として気候がおだやかな季

節である。「10ルピー ・バウル」 と自称するGDBは 、詩人タゴールで有名なシャンティ

ニケータンを訪れた外国人観光客や、遠来の客 をもてなす近所の金持ちのベ ンガル人に

請われて、 ときどきバウルの歌をうたうことがある。そのようなとき、彼が受け取る金

額は、ふだんのマ ドゥコリの1日 の稼ぎにくらべてはるかに大 きい。そ してそれは、一・

時的には彼の家庭を潤す。

反対に、人びとが観光に行 くのを避ける夏期や雨期は、バ ウルに とっても、村ヘマ

ドゥコリに行 くのが困難な時期である。ベ ンガルの夏には、「ルー」 とよばれる熱風が

何 日もつづ く。手に触れるものは、すべて熱 く感 じられる。人びとは、 日中は小さな窓

や ドアを閉め切 り、厚い土壁に守 られた部屋の床に水をまき、 じっと室内に留 まってい

る。雨期になれば、す こしは涼 しくなる。 しかし、雨期には時には川があふれ、道が流

される。

GDBは 、常々、列車のなかでうたって稼 ぐよりも、村でマ ドゥコリをするほうが好 き

だという。それにもかかわらず、夏期や雨期には、列車のなかで稼 ぐ回数が増 える。そ

の時期そこには、バウルという 「商売がたき」がた くさんいるはずなのに。
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4.人 間 関係

この章では、バウル自身のあいだに存在 している社会的な人間関係 にもう少 し接近 し

てみよう。考察の対象 となるバウルは、特定のグルに弟子入 りを許 され、入門した と明

言するバウルである。

4-1.師 弟関係

バ ウルにとってもっとも重要 な関係 は、彼 と彼の肉体に宿 る 「心の人」(モ ネル ・マ

ヌシュ)と よばれる神 との関係である。その関係 は内面的なものである。 しかし、バウ

ルにとって宗教的 ・社会的な意味でより重要なのは、この内面的な関係を仲介 し反映す

る彼のグルとの関係である。弟子にとって、グルは宗教上の導師である。またグルは、

日常生活上の助言者でもある。 しかし、それ以上の存在 とも考えられているのである。

「グルは神な り」 という考えは、インドでは、出家者や在家者を問わず、幅広 く承認

されている観念である。 このことは、グルの同義語 として 「グル ・デブ」や 「グル ・タ

クール」がしばしば用いられることにも象徴的に表れている。「デブ」や 「タクール」

の単語としての意味は 「神」である。弟子にとって、グルは 「神のような存在」なので

ある。あるいは、グルは 「神よりも有能な存在」 とも思われているようである。このこ

とは、15世 紀初期の詩人で、ベ ンガルのバクティ(親 愛)文 学の先駆 けとなった 「チ ョ

ンディダシュの物語」にも語られている。

チ ョンデ ィダシュの物語というのは、バラモン階級出身のチ ョンディダシュと洗濯女

ラミーとの愛の物語である。それはカース ト規制の厳 しかった当時のベンガルではス

キャンダラスな事件だった。チ ョンディダシュは、一般 の人たちからだけでな く、家族

や親戚、同僚たちか らも非難され、苦悩 していた。 しかし、チ ョンディダシュが崇拝す
4)

る女神のバス リは、「ラミーは、だれひとりとして教えることのできない真理をお前に

教え、神でさえも導かないような無上の喜びにお前を導 くだろう」 と告げて、洗濯女ラ

ミーに対する彼の愛に忠実であるように諭 した、 といわれている[Sen1986:115-135]。

チ ョンディダシュにとって、洗濯女 ラミーはグルであり、神よりも有能な存在なのであ

る。

男性のバウルにとって、グルと弟子の関係は、父 と息子の関係 と同じだとされる。 し

かし、これはあ くまでも 「関係」のことであって、年齢差は重要ではない。グルと弟子

が同世代のこともあるし、年下のグルが年上の弟子の 「父」であることもありうるので

ある。

4)バ ス リ は、 シヴ ァの 神 妃 ド ゥル ガー と同一 視 され てい るベ ンガ ルの女 神 。
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この擬制親族関係は、ベンガル語の親族名称 をともなってひろがってゆく。グルの妻

(グルパ トニ)は 、弟子にとっては母のような存在である。 したがって、弟子は彼女の

ことを 「グル ・マー(母)」 とよぶ。グルを共有するキ ョウダイ弟子は 「グル ・バイ(兄

弟)」 や 「グル ・ボン(姉 妹)」 とよばれる。 また、グルのアニ弟子は 「グル ・ジェター

(伯父)」、グルのオ トウ ト弟子は 「グル ・カカ(叔 父)」 とよばれるのである。

年輩のバウルによると、昔のグルは弟子をきび しく鍛えたようである。弟子 は歌を習

うために、グルのアーシュラムに頻繁に通い、そのたびに数 日滞在するのが常だった。

そして、弟子のアーシュラム通いは、グルが亡 くなるまでつづ くのである。

グルのアーシュラムに滞在中、弟子は午前中にマ ドゥコリに出かける。弟子 に扶養家

族がいる場合、弟子は稼いだ ものを二等分 し、半分を師に与え、残 りの半分 を自分のも

のとすることがで きる。食事の世話はグル ・マーが してくれる。 しか し水汲み、まき割

り、草むしりなどアーシュラムの力仕事はすべて弟子の仕事である。アーシュラムに牛

がいる場合、牛の世話 も弟子の仕事である。グルの使い走 りなどの雑用 もしなければな

らない。さらに、グルが水浴するときには、身体や足に油 をぬ り、マッサージをする。

このような師に対する弟子の義務をすべておえて、やっと歌を1曲 お願いすることがで

きるのである。

グルのなかには、 自分のアーシュラムをもたず、弟子の家を巡回して教える人もいる。

その場合、グルは弟子の家に数 日滞在する。その間、弟子 はグルの身の回りの世話をし

なければならないのである。

グルに対する重罪を 「グルパープ」という。とりわけ、「グルを殺す こと」(グ ルバ ッ

タ)、「グルの妻をか どわかすこと」(グ ルパ トニ ・ホロン)、 「グルの妻 と性交すること」

(グルパ トニ ・ゴモン)は 三大重罪で、それ らは親殺 しや近親相姦 と同じとみなされて

いるのである。

イン ド社会における師弟関係の重要性 と、「グル ・シッショ ・ションバー ド」(グ ルと
5)

弟子の対話の記録)と いう伝統は、けっして過小評価すべ きではない。

4-2.三 種のグル

先述 したように、ベ ンガルのバウル派には、ふたつの基本的な通過儀礼が存在する。

第1は 、 「バ ウル派への入門式」、あるいは 「バ ウル派の特定のグルへの入門式」の

「デ ィッカ」である。ディッカの通過儀礼 を与 えたグルは 「ディッカ ・グル」 とよばれ

5)た とえ ば、 イ ン ド古 代 の宗 教 哲 学 書 「ウパ ニ シャ ッ ド」 は 、 グ ル と弟子 の対 話 ・問答 の か た ち を借

りて著 わ されて い る。 最 古 の ウパ ニ シ ャ ッ ド文 献が 成 立 したの は前800年 頃で あ るが 、 その 後 も続 々

と作 成 さ れ、 も っ と も新 しい もの は16世 紀 の もの まで あ る。 ち な み に、 「ウパ ニ シ ャ ッ ド」 とい う

語 は、 「近 くに座 る」 とい う意 味 で あ る。
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る 。 そ して第2は 、 「世捨 て人 の身分へ の通過儀 礼」 の 「ベ ック」 であ る。ベ ックの通

過儀礼 を与 えた グルは 「ベ ック ・グル」 とよばれ る。

デ ィ ッカの あ と、 「シ ッカ」 とよばれる一連 の宗教 的 トレーニ ングが行 われ る ことが

あ り、その グル は 「シ ッカ ・グル」 とよばれる。 シ ッカ ・グル は、 デ ィ ッカ ・グル と同

一 人物であ って もよい し、別人 であって もよい。 また、複 数の シ ッカ ・グルを もって も

よい。

4-3.デ ィッ力

特定のグルに入門を希望する弟子は、デ ィッカの前に、グルに入門の許可を求めなけ

ればならない。 しか し、すんなりと許可されるとはか ぎらない。場合によっては断 られ

ることもある。いずれにせよグルの許可を得て、はじめてディッカの通過儀礼が行なわ

れるのである。

グルがデ ィッカで最初に行うことは、弟子の耳に 「ディッカ ・マントラ」を吹き込む

ことである。 このディッカ ・マ ントラによって、ふたりのあいだに師弟関係が成立する

のである。そして、グルはさまざまなマ ントラを、つ ぎつぎと弟子の耳に吹 き込む。各

マントラの音節 ごとに、弟子はグルのあ とについて復唱する。弟子が最後のマントラの

復唱を終えると、グルは弟子に、それらのマ ントラが弟子 を生涯守護すると説明する。

この説明によって、ふたりの師弟関係は、一一生涯にわたるものであることが確認される

のである。

4-4.シ ッカ

「バ ウルの道」 には4つ の宗教 的段 階が存在 す る。す なわ ち、 まず最初が 「ス トゥー

ル(無 知)の 段 階」、2番 目が 「プロボル トン(準 備)の 段 階」、 そ して第3番 目が 「サ

ドク(実 践)の 段 階」 であ る。 このサ ドクの段 階 に入 って、弟子 はサ ドナの実践 を許可

される。そ して弟子が、 自分の 肉体 に住 む 「心 の人」 とよばれ る神 と合一 し、神 を実感

した とき、最後 の 「シ ッデ ィ(成 就)の 段 階」 に達す るのであ る。

シ ッカ ・グルの役 目は、弟子 を 「ス トゥールの段 階」 か ら 「プロボル トンの段 階」へ

と招 き、 「サ ドクの段 階」へ 導 くことであ る。 グル に とって も、弟子 に とって も、 と り

わけ重要 なのは 「プロボル トンの段 階」で ある。

最 初の レッス ンの とき、 シッカ ・グル は、 まず弟子 の耳 に 「シ ッカ ・マ ン トラ」 を吹

き込む。 この シッカ ・マ ン トラに よって、ふ た りの あいだ に師弟 関係 が成立 し、一連 の

宗教 的 トレーニ ング(シ ッカ)が 開始 され るのであ る。 そ して弟子 は、宗教 的 トレーニ

ング を受 け は じめた のであ るか ら、 「ス トゥールの段 階」か ら 「プロボ ル トンの段 階」

へ 自動的 に進級 す るのであ る。
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シッカ ・グルは 「プロボル トンの段階」で、バウルの歌 を通 じてバウルの宗教や儀礼

を教 えるだけではない。 ヨーガの坐法や呼吸法なども教え、弟子を鍛 えるのである。グ

ルは弟子の指導に全力をつ くす。 しかし同時に、弟子は 「自分の精神 と肉体の開拓」に

努力 しなければならないのである。

この 「プロボル トンの段階」におけるグルと弟子の関係 は、全面的に信頼 しあった人

間と人間のぶつか りあいである。グルも弟子 も自分をさらけ出さねばならない。そ して、

グルと弟子の間では、差恥心や嫌悪感や恐怖心は禁物である。なぜな らば、バ ウルのサ

ドナには性的儀礼や、宇宙を構成する五粗大元素を人間の器官や分泌物にたとえておこ

なわれる儀礼などをともなうか らである。

「プロボル トンの段階」 における一一連の宗教的 トレーニングは、ときには数年間にお

よぶ。そしてグルは、彼の弟子がサ ドナの実践に成功すると確信 したとき、「プロボル

トンの段 階」から 「サ ドクの段階」への進級を許可するのである。

4-5.サ ドクとサデ ィカ

「サ ドクの段階」への進級を許可された男性の弟子が独身者の場合、バウルのサ ドナ

を実践するために、彼には女性のパー トナーの 「サディカ」が必要となる。グルは弟子

にサディカを探すようにと示唆する。そのとき、パー トナーを探す基準 として、 しばし

ば先述の 「チ ョンデ ィダシュの物語」が語 られる。つ まり、パー トナー として不可触民

の女性 をすすめているのであるが、これは絶対的なルールではない。

弟子が女性パー トナーを見つけると、グルの前で 「首飾 りと白檀のね り粉の贈呈式」

(マラー ・チャンダン)が 行なわれる。贈呈式 には、きめ られた手順があるわけではな

い。彼は、彼女の首に彼の 「首飾 り」(マ ラー)を かけ、彼女は彼女の ものを彼の首に

かける。彼は、「白檀のね り粉」(チ ャンダン)で 彼女の額に 「印」(テ ィラク)を つけ、

彼女が同じことを彼にす る。それで終了である。そ して彼 らは、その 日の うちに同居を

はじめる。

彼 らは同居するようになったのであるが、それは結婚 したという意味ではない。彼 ら

は、たがいに尊敬 しあう 「サ ドク」(男 性修習者)と 「サディカ」(女 性修習者)な ので

ある。ベ ンガル語 には、「スワミ」(夫)と 「ス トリ」(妻)と い う夫婦関係をしめす親

族名称が存在するが、宗教的に上級段階に進級 したバウルのあいだでは、それが否定 さ

れているのである。

われわれにとって衝撃的なのは、宗教的に上級段階に進んだバ ウルには、「子 どもが

いない」 とい う事実である。サ ドクとサディカの関係は、「夫」 と 「妻」ではな く、恋

人同士の 「ナエク」 と 「ナイカ」なのである。恋人同士のナエクとナイカの目的は、子

どもをつ くることではない。いやむしろ、子 どもをつ くってはいけないのである。
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バウルのサ ドナの究極 の目的は、ひ と組の男女の結合 を通 じて、人間の肉体に宿る

「心の人」 とよばれる神 と至福 の合一・を達成 し、「ショホジ」 を実感す ることである。

ショポジを実感するとは、人間に本来的にそなわっている宇宙の原理 を実感することで

ある。このことについては、次章で詳述する。

4-6.ベ ック:夫 婦関係の清算

「結婚 した夫婦 にとって、もっとも大切な義務 は男子をもうけることだ」 という考え

は、イン ドではその歴史を通 じて広 く受け入れられている。この ことは、現代のベ ンガ

ルにおいて も同様である。

フィール ドワーク中、わたしはしばしば近所の村 びとから結婚式に参列するようにと

招待 をうけた。わた しの観察によると、ヒンドゥー教徒の結婚式のクライマックスは、

「新郎が新婦の髪の分け目に朱色の粉で印をつける場面」(シ ンドゥール ・ダン)で ある。

一連の神への奉納の儀礼のあと、新郎 と新婦 は聖火の北側に立つ。そ して新郎 は、

ギー(精 製バ ター)と 水による清めの混合物を新婦の頭に振 りかける。そのあと新郎は、

新婦の髪の分け目に朱色の粉で印をつけ、彼女のサリーの端を顔 まで引き降ろす。この

行為によって、夫は象徴的に妻の子宮 に入 り、家族の継承者となる息子を産むという目

的のために、彼女の子宮の血液を活性化させるのである。彼女の額にはじめてこの朱色

の印をつけ、ベールを引き降ろすことによって、夫は彼女 を、彼の貞淑で誠実な生涯の

妻 とすることができるのである。これ以後、彼女は出産可能な既婚女性のシンボル とし

て、朱色の印を髪の分け目につけ続けるのである。

もし夫が先に亡 くなった場合、寡婦 となった彼女は、 この朱色の印を拭い去 り、赤い

色の装身具をはずさなければならないのである。この行為 によって、彼女は象徴的に彼

女 自身の生殖能力を不活発 にするのである。そしてそれ以後、彼女は色物のサリーの着

用をやめ、ヒンドゥー教徒の寡婦 のシンボルとして、死ぬまで 「白い衣装」(サ ダ ・タ

ン ・カポール)を 着用 しなければならないのである。

それではバ ウルの場合はどうであろうか。特定のグルに入門し、一一連の宗教的 トレー

ニングを受けたバウルのおお くは、彼 らがディッカやシッカを受けた時点で、すでにマ

ドゥコリの生活 を採用 し、バウルになっていた。そ して、たいていの場合、彼 らはすで

に結婚 していた。彼 らの関係は 「夫」と 「妻」(「スワミ」と 「ス トリ」)だ ったのである。

結果 として、彼 らがディッカやシッカを受けたとき、彼 らにはすでに 「子 どもがいた」

のである。 しか し、わた しの資料 によると、彼 らのおお くは夫婦そろってディッカや

シッカを受けていた。そして、ふた りそろって 「サ ドク」 と 「サディカ」になっていた

のである。

それでは彼 らは、彼 らの夫婦関係をどの ようにして清算 し、サ ドクとサディカになっ
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たのであろうか。ビルブム県のランプールハー トに住む43歳 のNDBは 次のように語った。

「わた しは16歳 で結婚 しました。彼女はそのとき14歳 でした。私たちの結婚 は、双方

の親によって取 り決められました。間もなく、わた したちには息子 と娘が生 まれました。

わたしが21歳 のとき、ひとりの人目をひくバウルに出会いました。SGBの ことです。彼

はバ ンクーラ県出身で、ランプールハー トから東に8キ ロのT村 に定住 したばか りでし

た。彼の語ったすべての言葉に、わたしは深い感銘をうけました。わた しは、彼こそが

わたしの探 していたグルだ、 と思いました。わた しは彼に弟子にしてほしいとお願いし

ました。こうして、わたしは妻 と一一緒に、彼からデ ィッカとシッカを受けました。ある

日、彼は私たちに、「君たちにはすでに息子 と娘が生 まれたのであるか ら、君たちには

両親としての責任がある。しか し、バウルの道を追求 したいと願 う君たちは、夫と妻で

ある必要はない」 と語 りました。私たちはグルの助言に従いベ ックを受けました。わた

しは彼から、新 しい 「ドリ ・コウピン」(ふ んどし)を 受けとりました。それ以来、彼

女は額の朱色の印を拭い去 り、腕輪などの装身具をはず しました。私たちは、夫と妻の

関係 を清算 し、サ ドクとサディカになったのです。それ以後、わたしたちには子どもが

生 まれていません。」

NDBの 語 りに、す こし補足が必要だろう。NDBと 彼の妻にとって、ディッカ ・グル

とシッカ ・グル、ベ ック ・グルは同一人物である。NDBと 彼の妻は、ディッカを受け、

一一連の宗教的 トレーニング(シ ッカ)を うけはじめたので、彼 らは 「ス トゥールの段階」

から 「プロボル トンの段階」へ と自動的に進級 した。彼 らは、バウルの歌を通 じてバウ

ルの宗教や儀礼 を学んだ。さらにNDBは 、 ヨーガの修行 を通 じて自己鍛練にはげんだ。

ヨーガの修行は、とくに男性の弟子にとっては重要である。そ してグルは、NDBと 彼の

妻がサ ドナの実践 に成功すると確信 したので、「サ ドクの段階」への進級 を許可 したの

である。彼 らは、「サ ドク」 と 「サディカ」になるために、ベ ックの通過儀礼をうけた

のである。ベックは 「世捨て人の身分への通過儀礼」である。 しかしこの儀礼 によって、

NDBは ヨーガ行者のシンボルである 「ドリ ・コウピン」を受けとり、彼の妻は既婚女性

のシンボルである 「額の朱色の印」 を拭い去ったのである。彼女は象徴的に彼女自身の

生殖能力を不活発にしたのである。そして彼女は、腕輪などの装身具をはず し、多色の

サ リーの着用 をやめ、「ゲルア色(黄 土色)」 の衣装を着用 したのである。ゲルア色の衣

装は、ヒンドゥー社会では世捨て人のシンボルである。 この儀礼によって、彼 らは 「世

捨て人」 として生まれ変わっただけでなく、「夫」 と 「妻」 とい う彼 らの以前の属性を

も失い、「サ ドク」 と 「サディカ」として生 まれ変わったのである。ベ ックの通過儀礼

は、「世捨て人の身分への通過儀礼」であると同時に、「夫婦関係清算の儀礼」でもある

のである。
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